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T
h
e
 composition of renga poetry is 

a
 collective activity; that is, 

several poets 

c
o
m
p
o
s
e
 phrases o

n
e
 after another. S

u
c
h
 collectiveness constitutes a

n
 essence 

of renga. In the middle of the thirteenth century, renga events that w
e
r
e
 held at 

hananomoto, or under a
 tree of cherry blossoms in full b

l
o
o
m
 emerged. H

a
n
a
n
o
-

m
o
t
o
 renga is 
significant f

r
o
m
 the viewpoint of its 

collectiveness, for the gathering 

invited the participation of'spectators'with different statuses. 

N
I
J
O
 Y
o
s
h
i
m
o
t
o
 (1320-1388) described that h

a
n
a
n
o
m
o
t
o
 renga w
a
s
 organised b

y
 

lower-class m
o
n
k
s
 with literary ability a

n
d
 that such an event gathered the'yorozu 

n
o
 mono', or people from various social classes. H

a
n
a
n
o
m
o
t
o
 renga has the'kanjin' 

aspect, w
h
i
c
h
 is 
the act of asking for donations to rebuild or repair temples a

n
d
 

shrines. In return for donations, the organiser arranged s
o
m
e
 performances such 

as renga. Therefore, yorozu n
o
 m
o
n
o
 can b
e
 interpreted as'spectators'who enjoy 

w
a
t
c
h
i
n
g
 a
n
d
 listening to the progression of renga composition as 

a
 sh
o
w
 for 

kanjin. 

Previous studies h
a
v
e
 s
u
p
p
o
s
e
d
 that'spectators'were permitted to c

o
m
p
o
s
e
 

phrases in h
a
n
a
n
o
m
o
t
o
 renga. H
o
w
e
v
e
r
,
 it 
is 
thought that the c

o
m
p
o
s
e
r
s
 w
e
r
e
 

limited to the poets called'hananomoto n
o
 koshi,'who could spontaneously re-

use w
o
r
d
s
 a
n
d
 contents f

r
o
m
 old w
a
k
a
 poetry. T

h
e
 incessantly changing poetic 

spectacles through improvisational reconstruction of old p
o
e
m
s
 are characteristic 

of the renga under a
 tree of cherry blossoms; therefore, it 

is 
a
s
s
u
m
e
d
 that such an 

event could b
e
 an exciting performance for spectators. 

H
o
w
e
v
e
r
,
 since the first half of the fourteenth century, h

a
n
a
n
o
m
o
t
o
 renga had-

fallen into decline because h
a
n
a
n
o
m
o
t
o
 poets b
e
g
a
n
 to serve the people of high 

position w
h
o
 c
o
m
p
o
s
e
d
 a
n
d
 enjoyed renga. Thereby, renga poets in the lower 

class acquired the status of'renga-shi,'or professionals of renga. People in the up-

per class often held renga gatherings at 
their o
w
n
 residences or the temples that 

received their patronage. In addition, a
m
o
n
g
 these gatherings, renga for'horaku', 

that is 
a
 prayer for protection through pleasing the divinities, b

e
c
a
m
e
 popular. 

H
o
r
a
k
u
 renga is 
different f

r
o
m
 kanjin renga in that the former is 

reserved only for 

the event organisers. Additionally, their renga w
a
s
 c
o
m
p
o
s
e
d
 in a'kaisyo', w

h
i
c
h
 is 

a
n
 exclusive r

o
o
m
 in their mansions used for a

 variety of gatherings. A
s
 it 
seems, 

in the shift f
r
o
m
 h
a
n
a
n
o
m
o
t
o
 to kaisyo, the enthusiastic'spectators'in a

 renga per-

formance w
a
s
 dissolved. 
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編
纂
し
、
中
世
連
歌
の
興
隆
を
決
定
づ
け
た
二
条
良
基
(
-
―
―
―
二

O
I八
八
年
）
は
、
そ
の
連
歌
論
書
『
筑
波
問
答
』
(
-
三
七
二
年
以
前
成
立
）

に
お
い
て
、
「
連
歌
の
会
衆
の
多
少
」
、
「
何
人
ば
か
り
が
よ
き
程
」
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
[
叶
]
〇

連
歌
も
真
実
の
よ
き
会
衆
七
・
八
人
こ
そ
う
き
う
き
と
し
な
し
た
ら
む
は
、
一
座
の
後
見
も
興
あ
る
べ
き
こ
と
な
れ
。
あ
ま
り
に
人

数
少
な
け
れ
ば
、
句
つ
ま
り
て
悪
し
。
ま
た
、
人
多
く
な
り
ぬ
れ
ば
物
騒
に
な
り
、
す
べ
て
一
座
の
思
ふ
や
う
な
ら
ざ
る
な
り
。

連
歌
を
と
も
に
巻
く
「
会
衆
」
は
、
「
七
・
八
人
」
が
望
ま
し
い
。
も
と
よ
り
、
こ
の
見
解
は
厳
密
な
ル
ー
ル
で
は
な
い
。

良
基
が
中
心
と
な
っ
て
張
行
さ
れ
た
「
石
山
百
韻
」
(
-
―
―
―
八
五
年
）
に
は
、
十
六
人
が
参
加
し
て
い
る
。
し
か
し
や
は
り
、
「
会
衆
」

数
が
少
な
す
ぎ
る
と
、
作
句
が
詰
ま
っ
て
進
行
に
支
障
を
き
た
し
、
逆
に
参
加
者
が
多
す
ぎ
る
と
、
も
の
騒
が
し
く
な
り
、
「
一
座
」
を

し
て
一
体
な
ら
し
め
る
た
め
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
効
か
な
く
な
る
。
良
基
の
主
張
の
眼
目
は
、
会
衆
の
多
寡
に
よ
っ
て
生
ず
る
異
常
事
態

を
忌
避
す
る
点
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
集
団
に
よ
る
営
み
に
よ
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
連
歌
に
は
、
そ
の
集
団
性
自
体
に
起
因
す
る
限
定
も
不
可
欠
と
見
な
さ

れ
て
い
た
。
「
会
衆
」
の
人
数
は
、
連
歌
の
創
作
過
程
と
質
を
左
右
す
る
限
定
の
一
端
で
あ
る
。
一
四
世
紀
半
ば
は
、
集
団
的
創
作
に
対

す
る
種
々
の
統
御
が
、
連
歌
に
課
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
遡
る
こ
と
お
よ
そ
百
年
、
よ
り
顕
著
な
集
団
性
を
も

つ
連
歌
が
、
京
の
特
定
の
寺
社
を
舞
台
と
し
て
催
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
「
花
の
下
」
の
連
歌
で
あ
る
。

「
花
の
下
」
連
歌
の
実
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
先
学
諸
氏
は
様
々
に
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
、

残
存
資
料
が
少
な
い
ゆ
え
に
、
そ
の
詳
細
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る

[
2
。
先
行
研
究
の
諸
成
果
は
、
そ
れ
ぞ

れ
強
調
点
を
変
え
て
い
る
こ
と
と
も
相
ま
っ
て
、
総
体
と
し
て
は
統
一
さ
れ
た
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
花
の
下

「
連
歌
」
を
担
っ
た
人
々
と
、
「
花
の
下
」
に
集
っ
た
群
衆
、
す
な
わ
ち
そ
の
〈
観
客
〉
に
関
し
て
は
、
両
者
の
混
同
が
見
ら
れ
、
明
確
な

説
が
提
起
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

小
論
で
は
、
先
行
研
究
の
見
解
を
再
構
成
し
つ
つ
、
少
な
い
資
料
に
つ
い
て
分
析
し
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
花
の
下
連
歌
の
実
相
を
、

そ
の
担
い
手
と
〈
観
客
〉
と
の
関
係
性
と
い
う
視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
芸
術
営
為
に
お
け
る
〈
観

．
 ．
 ．
 ．
 ．
 ．
 ．
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客
〉
の
位
相
、

た
い
。

そ
し
て
観
客
を
前
に
し
た
バ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
た
る
こ
と
の
条
件
に
つ
い
て
、

「
花
の
下
」

の
磁
場
ー
「
勧
進
」
と
し
て
の
連
歌
と
〈
観
客
〉
の
発
生

二
条
良
基
は
、
『
筑
波
問
答
』
に
お
い
て
、
当
該
時
代
の
連
歌
を
次
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
〔
f
]

。

後
嵯
峨
の
御
時
、
福
光
園
関
白
殿
・
円
明
寺
摂
政
殿
、
庚
申
の
御
連
歌
に
も
度
々
候
は
せ
給
ひ
き
。
い
づ
れ
も
名
誉
の
上
手
に
て
侍

り
け
る
と
か
や
。
女
房
に
は
弁
内
侍
・
少
将
内
侍
上
下
を
争
ひ
た
る
堪
能
に
て
ぞ
あ
り
し
。
九
条
内
大
臣
基
家
・
衣
笠
内
府
家
良
・

知
家
・
行
家
卿
な
ど
、
そ
の
時
聞
こ
え
た
る
人
に
て
侍
り
し
や
ら
ん
。

地
下
に
も
花
の
下
の
好
士
多
か
り
し
か
ど
も
、
上
ざ
ま
道
の
人
々
の
上
手
に
て
あ
り
し
か
ば
、
取
り
分
き
て
抜
け
出
で
た
る
も
聞
こ

え
侍
ら
ず
。
道
生
・
寂
忍
・
無
生
な
ど
い
ひ
し
者
の
、
毘
沙
門
堂
・
法
勝
寺
の
花
の
下
に
て
、
よ
ろ
づ
の
者
多
く
集
め
て
、
春
ご
と

に
連
歌
し
侍
り
し
。
そ
れ
よ
り
の
ち
ぞ
、
色
々
に
名
を
得
た
る
地
下
の
好
士
も
多
く
な
り
侍
り
し
。

良
基
は
、
後
嵯
峨
院
(
―
ニ
ニ

0
ー
七
二
年
天
皇
在
位
は
―
二
四
ニ
ー
四
六
年
）
の
治
世
を
、
連
歌
の
―
つ
の
盛
期
と
見
て
い
る
。
挙
げ
ら
れ

る
「
名
誉
の
上
手
」
「
堪
能
」
「
そ
の
時
聞
こ
え
た
る
人
」
は
、
す
べ
て
当
時
の
上
流
公
家
や
、
著
名
歌
人
と
そ
の
一
族
、
つ
ま
り
「
堂

上
」
の
人
々
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
き
、
「
地
下
」
、
す
な
わ
ち
参
内
を
許
さ
れ
ぬ
身
分
の
人
々
の
中
に
、
「
花
の
下
の
好
士
」
が
多
く
い
た

が
、
堂
上
連
歌
の
完
成
度
が
高
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
比
し
て
特
別
に
抜
き
ん
出
た
者
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

「
花
の
下
の
好
士
」
の
う
ち
、
道
生
・
寂
忍
・
無
生
ら
は
、
毎
春
、
毘
沙
門
堂
や
法
勝
寺
の
「
花
の
下
」
、
つ
ま
り
桜
の
木
の
下
で
、
連

歌
の
会
を
開
催
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
「
花
の
下
」
の
連
歌
の
場
か
ら
、
表
舞
台
に
登
場
し
て
く
る
「
地
下
の
好
士
」
が
輩
出
し
た
と

い
う
。
良
基
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
、
同
時
代
に
お
け
る
そ
の
代
表
格
が
、
救
済
(
?
|
-
―
二
七
八
年
）
で
あ
る
。
救
済
は
、
『
菟
玖
波
集
』

―
つ
の
典
型
を
導
き
出
す
こ
と
を
目
指
し
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一
四
世
紀
後
半
に
お
け
る
良
基
の
「
花
の
下
」

の
共
編
者
で
あ
り
、
ま
た
同
集
の
最
多
入
集
作
者
で
も
あ
る
。
ま
た
連
歌
の
「
式
」
の
作
成
や
「
寄
合
」
の
整
備
な
ど
、
そ
の
後
の
連
歌

の
基
盤
を
良
基
と
と
も
に
築
き
上
げ
た
。
こ
の
意
味
で
、
一
三
世
紀
半
ば
、
「
地
下
の
好
士
」
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
「
花
の
下
」
連
歌
は
、

良
基
・
救
済
ら
が
築
き
上
げ
た
当
代
の
連
歌
の
先
縦
と
見
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
「
花
の
下
の
好
士
」
と
い
う
呼
称

は
、
『
垂
髪
往
来
』
（
―
二
五
一
二
年
成
立
）
九
月
条
に
、

抑
連
歌
ノ
間
ノ
事
、
近
来
花
ノ
下
之
好
土
卜
称
ス
ル
之
輩
。
頻
二
過
分
之
難
ヲ
好
ン
デ
、
剰
へ
尋
常
之
句
ヲ
返
ス
。
評
論
数
剋
二
及

ビ
、
是
非
一
決
二
迷
フ
。

と
見
え

[
3
、
一
三
世
紀
半
ば
の
時
点
で
す
で
に
普
及
し
て
い
る
。
以
上
の
要
素
に
鑑
み
、

に
関
す
る
時
代
認
識
は
、
概
ね
正
確
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
筑
波
問
答
』
に
お
い
て
、
「
花
の
下
」
連
歌
は
「
よ
ろ
づ
の
者
多
く
集
め
て
」
執
り
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
開
催
形
態

は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
花
の
下
連
歌
の
本
質
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
ぎ
た
巳
。
「
花
の
下
の
好
士
」
と
、
彼
ら
が
「
多
く
集
め
」
た

「
よ
ろ
づ
の
者
」
、
両
者
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
ま
ず
花
の
下
連
歌
が
、
「
勧
進
」
の
要
素
を
多
分
に
も
っ
て
い
た
こ
と
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
。

島
津
忠
夫
が
翻
刻
・
紹
介
し
た
、
文
永
本
『
新
古
今
和
歌
集
』
紙
背
連
歌
に
入
っ
て
い
る
「
賦
何
目
連
歌
」
は
、
文
永
期
(
―
二
六
四

ー
七
五
年
）
以
前
の
百
韻
連
歌
の
実
態
が
知
ら
れ
る
点
で
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
百
韻
は
、
全
教
・
「
法
」
・
大
阿
．
禅
忍
の
四
人
に
よ

る
。
そ
の
う
ち
、
全
教
の
名
は
、
文
永
本
『
新
古
今
和
歌
集
』
紙
背
に
あ
る
、
「
勧
進
清
水
地
主
御
前
桜
垣
用
途
事
」
（
文
永
十
二
〔
―
二

七
五
〕
年
―
二
月
）
と
い
う
文
書
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
文
書
に
は
、
良
基
が
「
花
の
下
の
好
士
」
と
し
て
挙
げ
た
寂
忍
の

名
も
見
え
る
[
情
]
o

こ
れ
は
ヽ
「
地
主
権
現
の
枝
垂
れ
桜
の
垣
を
作
る
か
修
埋
す
る
た
め
の
費
用
を
集
め
る
際
の
文
書
で
あ
り
、
花
の
下
の

連
歌
に
参
加
し
て
い
た
人
々
の
名
を
伝
え
る
も
の
」
と
見
ら
れ
て
い
る
阿
゜

諸
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
「
花
の
下
」
の
「
勧
進
」
性
に
関
し
て
、
様
々
の
主
張
が
あ
る
。
鈴
木
康
正
は
、

．
 ．
 ．
 ．
 ．
 ．
 ．
 

123 特集 a+a 
シアトロクラシー観客の美学と政治学

寺
社
の
、
霊
魂
が
集
う
場
所
で
あ
る
と
い
う
花
の
下
に
、
夜
、
法
師
を
そ
の
主
体
と
し
て
、

思
い
を
致
さ
ぬ
か
ぎ
り
、
花
の
下
連
歌
の
精
神
は
決
し
て
明
ら
か
に
は
な
る
ま
い
。

と
述
べ
、
「
花
の
下
」
が
「
法
楽
」
と
「
勧
進
」

の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
[
渭
〕
o

藤
原
正
義
は
ヽ

出
雲
路
の
毘
沙
門
堂
、
白
河
の
法
勝
寺
、
清
水
寺
、
鷲
尾
（
霊
山
寺
）
、
雲
居
寺
は
、
毘
沙
門
天
、
あ
る
い
は
弥
陀
・
観
音
信
仰
の
霊

地
で
あ
り
、
そ
れ
に
桜
の
呪
力
信
仰
や
、
糸
桜
の
も
と
に
天
降
る
精
霊
信
仰
が
重
な
っ
て
、
桜
の
頃
は
上
下
貴
賤
、
と
り
わ
け
地
下

民
衆
の
賑
わ
う
「
花
下
」
の
場
と
な
っ
た
（
略
）
。

と
推
定
す
る
日
。
「
花
の
下
」
連
歌
の
「
勧
進
」
性
に
殊
に
着
目
し
た
松
岡
心
平
は
、

な
ぜ
人
々
は
集
ま
っ
た
の
か
、

そ
こ
に

花
の
下
連
歌
は
、
冥
府
へ
の
入
口
で
挙
行
さ
れ
る
言
語
に
よ
る
鎮
魂
の
祭
儀
で
あ
る
こ
と
、
座
と
い
う
集
団
に
お
い
て
他
者
と
身
体

的
に
共
感
し
合
い
な
が
ら
―
つ
の
昂
揚
し
た
言
語
的
世
界
を
築
い
て
い
く
こ
と
、
大
勢
の
観
客
を
前
に
し
た
興
行
で
あ
る
こ
と
な
ど

に
お
い
て
、
ま
さ
に
静
か
な
る
踊
り
念
仏
だ
っ
た
。

と
喝
破
し
て
い
る
[
嘩
〕
°

以
上
の
見
解
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
花
の
下
」
の
連
歌
は
、
「
勧
進
」
の
た
め
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
興

行
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
桜
の
呪
力
ヘ
の
信
仰
と
、
鎮
魂
の
祭
儀
が
あ
る
。
参
加
料
は
、
寺
社
の
造
営
費
や
修
理

費
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
同
時
に
、
参
加
者
の
功
徳
を
積
む
た
め
の
代
償
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
霊
的
な
力
を
も
つ
桜
の
木
の

下
で
、
鎮
魂
の
た
め
に
勧
進
の
連
歌
を
催
す
、
と
い
う
想
像
図
は
、
す
で
に
通
念
化
し
て
い
る
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
花
の
下
連
歌
が
、

「
好
士
」
た
ち
に
よ
っ
て
「
よ
ろ
づ
の
者
多
く
集
め
」
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
と
、
た
し
か
に
矛
盾
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
よ
ろ
づ
の
者

多
く
集
め
て
、
春
ご
と
に
連
歌
し
侍
り
し
」
と
は
、
勧
進
の
対
象
と
な
る
〈
観
客
〉
を
伴
っ
た
、
バ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
の
連
歌
の
生
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②
 

①
 

成
を
あ
ら
わ
す
記
述
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、

こ
こ
ま
で
確
認
し
た
上
で
注
意
し
た
い
の
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
勧
進
と
し
て
の
連
歌
を
取
り
仕
切
っ
た
「
花
の
下
の

好
士
」
と
、
観
客
た
る
「
よ
ろ
づ
の
者
」
と
が
混
同
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
両
者
の
混
同
は
、
あ
た
か
も
「
よ
ろ
づ
の
者
」
自
身
が
連

歌
の
進
行
そ
の
も
の
に
関
与
し
た
か
の
よ
う
な
、
飛
躍
的
解
釈
を
呼
び
こ
む
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
次
節
に
お
い
て
は
、
「
花
の
下
」
に

集
う
「
よ
ろ
づ
の
者
」
と
は
い
か
な
る
面
々
で
あ
っ
た
の
か
、
同
時
代
の
記
録
を
見
な
が
ら
考
察
し
た
い
。

「
よ
ろ
づ
の
者
」
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
「
花
の
下
」
の
連
歌
が
、
実
際
ど
の
よ
う
に
進
行
し
て
い
た
か
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
、
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
筑
波
問
答
』
に
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
「
花
の
下
の
好
士
」
た
ち
と
同
時
代
人
で
あ
る
、

無
住
(
―
ニ
ニ
七
ー
一
―
―
―
―
二
年
）
が
著
し
た
説
話
集
『
沙
石
集
』
(
―
二
八
―
―
一
年
に
第
一
次
完
成
、
以
降
増
補
）
巻
第
五
に
、
当
時
の
「
花
の
下
」

の
連
歌
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
阿
゜

彼
入
道
、

「
よ
ろ
づ
の
者
」

の
正
体
ー
「
会
衆
」
と
〈
観
客
〉
と
の
狭
間

そ
の
か
み
毘
沙
門
堂
の
連
歌
の
座
に
有
り
け
る
が
、

う
す
紅
に
な
れ
る
そ
ら
か
な

と
云
ふ
句
難
句
に
て
、
多
く
か
へ
り
て
興
も
な
か
り
け
る
に
、

あ
ま
と
ぶ
や
い
な
お
ふ
せ
烏
の
か
げ
見
え
て

花
の
下
の
十
念
房
あ
り
け
る
が
、
あ
ま
と
ぶ
や
と
う
ち
出
で
た
り
け
れ
ば
、
あ
は
、

ん。花
下
の
連
歌
に
、
侍
従
隆
祐
、
忍
び
て
聞
き
給
ひ
け
る
が
、
難
句
を
ば
付
け
付
け
し
給
ひ
け
る
中
に
、

．
 ．
 ．
 ．
 ．
 ．
 ．
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ニ
た
び
児
に
な
り
に
け
る
か
な

と
云
ふ
句
に
、
修
行
者
、

の
ご
ひ
て
は
ま
た
書
き
直
す
か
ほ
う
り
の

建
長
の
比
毘
沙
門
堂
の
花
下
の
連
歌
に

う
す
紅
ゐ
に
匂
ふ
そ
ら
か
な
と
い
ふ
な
ん
句
侍
り
け
る
に

あ
ま
と
ぶ
や
い
な
お
ほ
せ
烏
の
か
げ
み
え
て

と
い
う
か
た
ち
で
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
世
、
毘
沙
門
堂
に
お
い
て
催
さ
れ
た
「
花
の
下
」
連
歌
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。
「
う
す
紅

に
な
れ
る
そ
ら
か
な
」
と
い
う
句
は
、
付
け
る
に
容
易
な
ら
ざ
る
「
難
句
」
で
あ
っ
た
。
数
多
く
の
付
句
が
案
出
さ
れ
た
も
の
の
、
い
ず

れ
も
採
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
つ
き
返
さ
れ
、
場
は
興
醒
め
し
つ
つ
あ
る
。
『
垂
髪
往
来
』
に
、
「
頻
二
過
分
之
難
ヲ
好
ン
デ
、
剰
へ
尋
常

之
句
ヲ
返
ス
。
評
論
数
剋
二
及
ビ
、
是
非
一
決
二
迷
フ
」
と
批
判
さ
れ
た
状
況
が
、
ま
さ
に
出
来
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
で
、
「
連
歌

の
座
」
に
い
た
素
逼
法
師
（
生
歿
年
未
詳
）
が
、
「
あ
ま
と
ぶ
や
い
な
お
ふ
せ
烏
の
か
げ
見
え
て
」
と
い
う
句
を
鮮
や
か
に
付
け
て
み
せ
る
。

「
あ
ま
と
ぶ
や
」
と
上
句
が
吟
ぜ
ら
れ
る
や
い
な
や
、
「
花
の
下
の
十
念
房
」
が
「
あ
あ
、
付
ぎ
ま
し
た
ね
」
と
、
し
た
り
頻
に
つ
ぶ
や

記
事
①
に
載
る
句
は
、
『
菟
玖
波
集
』
に
、

③
花
下
に
て
、

作
り
か
へ
た
る
宿
の
軒
端
に

と
云
ふ
句
に
、

迷
ふ
ら
し
去
年
の
巣
立
ち
の
つ
ば
く
ら
め

（
雑
連
歌
三
・
一
四
一
九
・
素
逼
法
師
）
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く
。
短
い
な
が
ら
、
「
花
の
下
」
の
連
歌
が
進
行
す
る
様
子
を
、
眼
前
に
房
髯
さ
せ
る
記
録
で
あ
る
。

記
事
②
は
、
「
花
下
の
連
歌
」
を
「
忍
び
て
」
聞
い
て
い
た
藤
原
隆
祐
(
?
|
―
二
五
一
年
以
降
）
が
、
「
難
句
」
に
付
け
る
話
で
あ
る
。

素
逼
、
隆
祐
と
も
に
、
歌
人
と
し
て
貴
顕
と
の
交
流
が
認
め
ら
れ
る
。
他
方
、
記
事
③
で
は
、
名
も
な
き
「
修
行
者
」
が
登
場
し
、
機
知

に
富
ん
だ
句
を
付
け
て
い
る
。
「
よ
ろ
づ
の
者
多
く
集
め
て
」
と
い
う
良
基
の
記
述
と
、
『
沙
石
集
』
に
載
る
以
上
の
記
事
、
特
に
隆
祐
の

付
句
と
「
修
行
者
」
の
匿
名
性
か
ら
、
先
行
研
究
で
は
、
「
道
俗
貴
賤
を
問
わ
ず
誰
も
が
参
加
で
き
、
会
衆
で
な
く
と
も
句
を
付
け
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
、
花
の
下
連
歌
の
開
か
れ
た
性
格
」
が
導
き
出
さ
れ
る
[
芭
o

し
か
し
ヽ
囚
孟
永
で
な

vと
も
句
を
付
け
る
こ
と
が
で

き
」
る
こ
と
と
、
「
道
俗
貴
賤
を
問
わ
ず
誰
も
が
参
加
で
き
」
る
こ
と
と
は
、
決
し
て
同
義
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
花
の
下
」
連
歌

と
は
、
「
一
般
大
衆
」
が
投
句
で
き
る
場
で
あ
り
[
"
]
、
「
不
特
定
の
者
の
参
加
を
許
し
た
参
加
型
芸
能
」
で
あ
っ
た
[
旧
]
と
い
ぅ
通
説
の
妥

当
性
を
、
な
お
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
お
い
て
、
「
会
衆
」
に
よ
る
句
の
応
酬
と
い
う
連
歌
の
一
義
性
が
、
再
び
問
題
と
な
る
。
当
麻
寺
奥
院
蔵
《
十
界
図
屏
風
》
は
、

「
花
の
下
」
連
歌
の
様
子
を
示
す
唯
一
の
絵
画
資
料
と
さ
れ
る
[
旧
〕
o

そ
こ
に
は
ヽ
白
ぃ
布
を
か
ぶ
つ
た
二
肝
と
ヽ
烏
帽
子
を
か
ぷ
つ
た
-

群
と
が
、
桜
の
木
の
も
と
で
連
歌
に
興
じ
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
画
面
に
、
彼
ら
を
取
り
巻
く
〈
観
客
〉
は
描
か
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
は
、
花
の
下
連
歌
が
、
ま
ず
は
定
め
ら
れ
た
人
々
、
す
な
わ
ち
「
会
衆
」
に
よ
っ
て
句
を
付
け
合
う
連
歌
で
あ
っ
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

記
事
①
に
お
い
て
、
「
花
の
下
」
の
語
を
冠
さ
れ
た
固
有
名
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
も
着
目
し
た
い
。
「
花
の
下
の
十
念
房
」
は
、
興

福
寺
僧
素
俊
（
生
歿
年
未
詳
）
で
あ
る
こ
と
が
、
諸
家
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
[
巴
o

『
文
机
談
』
（
二
工
J

四
年
成
立
）
に
、
琵
琶
ヽ

連
句
の
名
手
、
ま
た
興
福
寺
の
奏
状
役
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
素
俊
は
、
「
春
は
必
ず
花
の
た
め
に
奈
良
よ
り
の
ぼ
り
け
り
」
と
い
わ
れ
て

い
る
邑
。
そ
れ
は
花
の
下
連
歌
に
参
加
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
直
ち
に
は
い
え
な
い
が
、
殊
更
「
花
の
下
の
十
念
房
」
の
名
を
得
て
い

た
こ
と
は
、
素
俊
の
花
の
下
連
歌
へ
の
密
着
を
示
す
と
見
て
よ
い
[
咽
〕
゜
『
沙
石
集
』
に
記
録
さ
れ
た
毘
沙
門
堂
の
連
歌
に
活
き
た
姿
を
見

せ
る
、
素
俊
の
よ
う
な
者
こ
そ
が
、
ま
さ
に
、
『
垂
髪
往
来
』
、
そ
し
て
『
筑
波
問
答
』
に
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
花
の
下
の
好
士
」
で

あ
っ
た
。
「
花
の
下
」
は
単
に
、
桜
の
木
の
も
と
と
い
う
字
義
通
り
の
意
の
み
な
ら
ず
、
「
花
の
下
」
連
歌
を
執
行
す
る
「
会
衆
」
の
側
に

属
す
る
集
団
を
も
示
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
集
団
が
、
記
事
①
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
付
句
を
つ
き
返
し
た
り
採
用
し
た
り
し
な
が

．
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ら
、
場
を
統
括
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

文
保
期
(
-
三
一
七
ー
一
九
年
）
頃
の
、
冷
泉
家
の
蔵
書
目
録
と
見
ら
れ
る
『
私
所
持
和
歌
草
子
目
録
』
「
連
歌
」
の

部
に
は
、
「
式
目
」
に
関
す
る
書
が
、
十
六
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
「
同
〔
連
歌
〕
式
目
隆
祐
」
「
花
下
様

同
〔
隆
祐
〕
」
「
同
〔
連
歌
〕
式
花
下
道
生
等
」
「
花
下
新
式
目
」
が
見
出
さ
れ
る
[
咄
〕
o

式
目
と
は
ヽ
連
歌
の
進
行
に

か
か
わ
る
ル
ー
ル
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
式
目
は
、
「
花
の
下
の
好
士
」
た
ち
が
、
勧
進
連
歌
を
取
り
仕
切

る
際
に
用
い
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
、
隆
祐
が
、
独
自
の
式
目
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
道
生
ら
と

同
じ
く
「
花
下
様
」
の
式
目
に
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
記
事
②
に
お
い
て
、
「
忍
び
て
」
聞
き
っ

つ
も
「
難
句
」
に
句
を
付
け
た
隆
祐
は
、
聴
衆
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
き
た
が
[
竺
ヽ
実
は
「
花
の
下
」
の
執
行
集
団

の
側
に
属
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
記
事
③
に
お
け
る
名
も
な
き
「
修
行
者
」
も
、
聴
衆
の
立
場
か
ら
句

を
付
け
た
と
い
う
根
拠
は
な
く
、
「
会
衆
」
で
あ
っ
た
可
能
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
素
逼
も
、

「
連
歌
の
座
に
有
り
け
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
衆
の
側
に
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

松
岡
心
平
は
、
「
会
衆
」
を
「
連
衆
」
と
呼
び
替
え
つ
つ
、
「
花
の
下
」
連
歌
を
担
う
人
々
と
、
彼
ら
に
よ
る
進
行

の
取
り
仕
切
り
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
想
像
し
て
い
る
邑
。

連
衆
と
い
う
、
連
歌
の
付
合
を
中
心
的
に
担
う
人
た
ち
が
、
花
の
下
連
歌
に
は
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
連

歌
の
プ
ロ
の
よ
う
な
人
た
ち
で
、
そ
の
連
衆
五
、
六
人
が
、
連
歌
の
座
を
実
際
的
に
動
か
し
て
い
く
。
そ
の

ト
ッ
プ
に
宗
匠
が
い
て
、
こ
れ
が
座
を
最
終
的
に
さ
ば
く
。
そ
れ
か
ら
、
執
筆
と
い
う
書
記
役
兼
レ
フ
ェ
リ
ー

役
も
い
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
場
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

「
宗
匠
」
も
「
執
筆
」
も
、
後
の
連
歌
に
お
い
て
確
定
し
た
役
柄
で
あ
る
が
、
「
花
の
下
の
好
士
」
た
ち
が
実
際
の
場

で
果
た
し
て
い
た
役
割
は
、
そ
れ
ら
と
変
わ
ら
な
い
[
竺
o

「
花
の
下
」
の
連
歌
を
実
際
に
動
か
し
て
い
る
「
好
士
」

と
、
良
基
の
い
う
「
よ
ろ
づ
の
者
」
と
は
、
分
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
よ
ろ
づ
の
者
」
と
は
あ
く
ま
で
、
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「
勧
進
」
と
し
て
眼
前
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
句
の
応
酬
を
楽
し
み
に
、
「
花
の
下
」
に
集
う
〈
観
客
〉
と
し
て
解
す
べ
き
で
あ
る
。

後
に
連
歌
の
世
界
を
担
う
「
地
下
の
好
士
」
の
有
力
な
出
身
地
で
あ
っ
た
「
花
の
下
」
は
、
多
く
の
〈
観
客
〉
に
と
っ
て
魅
力
的
な

「
勧
進
」
連
歌
の
会
場
と
な
っ
て
い
た
。
本
節
で
は
、
連
歌
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
見
せ
る
こ
と
の
で
き
た
「
花
の
下
の
好
士
」
た

ち
が
、
い
か
な
る
人
々
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
「
花
の
下
」
連
歌
の
文
芸
と
し
て
の
実
相
に
迫
っ
て
み
た
い
。

そ
の
名
が
知
ら
れ
る
数
少
な
い
「
花
の
下
の
好
士
」
た
る
道
生
・
寂
忍
・
無
生
は
、
全
員
が
生
歿
年
未
詳
で
あ
り
、
身
分
的
に
は
「
地

下
の
凡
僧
と
い
う
ほ
か
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
見
ら
れ
る
[
”
]
。
し
か
し
各
々
、
当
時
の
「
堂
上
」
和
歌
界
と
、
何
ら
か
の
交
渉
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
道
生
は
、
二
条
為
氏
(
―
ニ
ニ
ニ
ー
八
六
年
）
撰
の
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
(
―
二
七
八
年
奏
覧
）
に
入
集
。
寂
忍
は
、

九
条
行
家
(
―
ニ
ニ
―
―
―
ー
七
五
年
）
撰
の
『
人
家
和
歌
集
』
(
-
―
―
七
一
年
以
後
‘
―
二
七
五
年
以
前
成
立
）
に
採
歌
さ
れ
て
い
る
。
無
生
は
、
頓

阿
(
―
二
八
九

I
-
『
一
七
二
年
）
著
『
井
蛙
抄
』
(
-
―
二
六

O
I六
四
年
頃
成
立
）
に
、
為
氏
に
よ
り
連
歌
会
に
召
さ
れ
た
逸
話
が
載
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
勅
撰
歌
人
の
栄
誉
を
得
て
い
る
道
生
に
よ
る
、
「
花
の
下
」
連
歌
に
お
け
る
句
を
一
句
、
分
析
例
に
挙
げ
る
。

寛
元
三
年
三
月
花
の
下
連
歌
に

弥
生
の
は
て
の
夜
半
の
明
か
た

神
ま
つ
る
卯
月
の
い
み
や
急
ぐ
ら
ん

前
句
は
、
三
月
晦
日
の
夜
明
け
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
道
生
は
、
神
を
祀
る
四
月
の
潔
斎
も
急
い
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、

と
付
け
る
。
明
け
ゆ
く
最
後
の
春
夜
を
惜
し
み
つ
つ
も
、
来
た
る
べ
き
初
夏
の
賀
茂
祭
に
、
早
く
も
浮
き
立
つ
心
を
あ
ら
わ
し
た
夏
の
句

．
 ．
 

「
好
士
」

の
条
件
ー
「
堂
上
」
和
歌
連
歌
の
〈
即
興
〉
的
応
用

．
 ．
 ．
 ．
 ．
 

（
『
菟
玖
波
集
』
夏
連
歌
・
ニ
0
-
．
道
生
法
師
）
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で
あ
る
。
こ
の
句
の
う
ち
、
「
神
ま
つ
る
卯
月
」
と
い
う
語
は
、
『
拾
遺
和
歌
集
』

(
1
0
0
六
年
頃
成
立
）
な
ど
に
、
次
の
よ
う
な
使
用
例

が
あ
る
[
竺
o延

喜
御
時
月
次
御
屏
風
に

神
ま
つ
る
卯
月
に
さ
け
る
卯
の
花
は
し
ろ
く
も
き
ね
が
し
ら
げ
た
る
か
な

ま
た
、
「
卯
月
の
い
み
」
と
い
う
語
も
、
『
金
葉
和
歌
集
』
(
-
―
二
六
ー
七
年
成
立
）
に
以
下
の
先
例
が
あ
る
。

摂
政
左
大
臣
家
に
て
、
人
人
に
三
月
尽
の
心
を
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に
よ
め
る

か
へ
る
は
る
う
づ
き
の
い
み
に
さ
し
こ
め
て
し
ば
し
み
あ
れ
の
ほ
ど
ま
で
も
み
ん

（
『
金
葉
集
』
二
度
本
・
春
部
・
九
ニ
・
源
俊
頼
）

『
金
葉
集
』
の
歌
が
、
「
三
月
尽
の
心
」
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
道
生
は
、
前
句
が
「
弥
生
の
は
て
」
を
詠
ん
で
い
る
こ

と
に
反
応
し
、
「
三
月
尽
の
心
」
を
詠
ん
だ
俊
頼
詠
に
直
ち
に
思
い
至
り
、
そ
こ
に
詠
ま
れ
た
「
卯
月
の
い
み
」
に
接
続
し
う
る
語
と
し

て
、
「
神
ま
つ
る
卯
月
」
を
探
り
あ
て
た
。
道
生
の
付
合
は
、
過
去
の
勅
撰
集
歌
の
正
確
な
記
憶
と
、
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
踏
ま
え
た

再
構
成
に
よ
っ
て
、
初
め
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
教
養
と
、
そ
れ
を
駆
使
す
る
能
力
を
も
っ
て
、
「
地
下
の
凡
僧
」
道
生
は
、

「
花
の
下
の
好
士
」
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
節
に
お
い
て
「
花
の
下
」
の
会
衆
の
側
に
所
属
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
「
修
行
者
」
も
、
決
し
て
無
教
養
な
者
で
は
な
か
っ

た
。
修
行
者
の
連
歌
に
つ
い
て
、
藤
原
信
実
（
―
-
七
七
ー
―
二
六
五
年
）
が
著
し
た
『
今
物
語
』
（
―
二
四
0
年
頃
）
に
、
次
の
よ
う
な
話
が

収
め
ら
れ
て
い
る
[
内
o

（
『
拾
遺
集
』
夏
・
九
一
・
凡
河
内
射
恒
[
湛
]
)
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あ
る
者
、
所
の
前
を
、
春
の
こ
ろ
、
修
行
者
の
ふ
し
ぎ
な
る
が
通
り
け
る
が
、
檜
笠
に
梅
の
花
を
一
枝
さ
し
た
り
け
る
を
、
児
ど

も
、
法
師
な
ど
、
あ
ま
た
あ
り
け
る
が
、
よ
に
を
か
し
げ
に
思
ひ
て
、
あ
る
児
の
、
「
梅
の
花
笠
き
た
る
御
房
」
と
言
ひ
て
笑
ひ
た

り
け
れ
ば
、
こ
の
修
行
者
、
立
ち
返
り
て
、
袖
を
か
き
合
は
せ
て
、
ゑ
み
ゑ
み
と
笑
ひ
て
、
「
身
の
う
さ
の
隠
れ
ざ
り
け
る
物
ゆ
ゑ

に
梅
の
花
笠
き
た
る
御
房
と
仰
せ
ら
れ
候
や
ら
ん
」
と
言
ひ
た
り
け
れ
ば
、
こ
の
者
ど
も
、
「
こ
は
い
か
に
」
と
、
思
は
ず
に
思
ひ

て
、
言
ひ
や
り
た
る
か
た
も
な
く
て
ぞ
あ
り
け
る
。

檜
笠
に
梅
の
花
枝
を
挿
し
た
修
行
者
の
風
貌
を
笑
い
か
ら
か
っ
て
、
稚
児
が
句
を
投
げ
か
け
る
。
寺
院
の
稚
児
に
は
一
般
に
和
歌
の
嗜
み

が
あ
り
、
こ
の
稚
児
も
、
咄
嵯
に
「
梅
の
花
笠
」
と
い
う
歌
語
を
発
し
て
い
る
。
修
行
者
は
、
稚
児
の
言
葉
を
連
歌
の
前
句
と
し
て
受
け

止
め
、
即
座
に
連
歌
仕
立
て
の
和
歌
で
応
じ
た
。
そ
れ
は
、
「
梅
の
花
笠
」
の
縁
語
や
掛
詞
を
散
り
ば
め
、
さ
ら
に
『
古
今
和
歌
集
』
の

歌
を
主
題
と
し
て
踏
ま
え
る
と
い
う
、
技
巧
も
主
題
も
す
ぐ
れ
た
歌
で
あ
っ
た
。
こ
の
話
は
、
外
見
に
似
合
わ
ず
、
修
行
者
が
和
歌
・
連

歌
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
連
歌
の
幅
広
い
流
行
と
、
特
に
無
名
の
連
歌
好
き
の
法
師
た
ち
の
存
在
が

浮
か
び
上
が
る
[

m

]

。
『
今
物
語
』
は
続
け
て
、
次
の
よ
う
な
話
を
載
せ
て
い
る
。

あ
る
所
に
て
、
こ
の
世
の
連
歌
の
上
手
と
聞
こ
ゆ
る
人
々
、
寄
り
合
ひ
て
連
歌
し
け
る
に
、
そ
の
門
の
下
に
、
法
師
の
、
ま
こ
と
に

あ
や
し
げ
な
る
、
頭
は
を
つ
か
み
に
生
ひ
て
、
紙
衣
の
ほ
ろ
ほ
ろ
と
あ
る
、
う
ち
普
た
る
が
、
つ
く
づ
く
と
こ
の
連
歌
を
聞
き
て
あ

り
け
れ
ば
、
「
何
ほ
ど
の
事
を
聞
く
ら
ん
」
と
、
を
か
し
と
思
ひ
て
侍
る
に
、
こ
の
法
師
、
や
や
久
し
く
あ
り
て
、
う
ち
へ
入
り
て
、

縁
の
き
は
に
居
た
り
。
人
々
、
を
か
し
と
思
ひ
て
あ
る
に
、
は
る
か
に
あ
り
て
、
「
賦
物
は
何
に
て
候
や
ら
ん
」
と
問
ひ
け
れ
ば
、

（
略
）
あ
ま
り
に
を
か
し
く
、
あ
な
づ
ら
は
し
き
ま
ま
に
、
何
と
な
く
、
「
括
り
も
と
か
ず
足
も
ぬ
ら
さ
ず
と
言
ふ
ぞ
」
と
言
ひ
た
り

け
れ
ば
、
こ
の
法
師
、
う
ち
聞
き
て
、
二
三
反
ば
か
り
詠
じ
て
、
「
お
も
し
ろ
く
候
ふ
物
か
な
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、
い
と
ど
を
か
し

と
思
ふ
に
、
「
さ
ら
ば
、
お
そ
れ
な
が
ら
、
付
け
候
は
ん
」
と
て
、

名
に
し
お
ふ
花
の
白
川
わ
た
る
に
は

と
言
ひ
た
り
け
れ
ば
、
言
ひ
出
だ
し
た
り
け
る
人
を
は
じ
め
て
、
手
を
打
ち
て
あ
さ
み
け
り
。

．
 ．
 ．
 ．
 ．
 ．
 ．
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一
三
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
「
花
の
下
」
で
隆
盛
し
た
勧
進
連
歌
は
、
一
四
世
紀
に
入
る
と
、
ほ
と
ん

ど
そ
の
記
録
が
見
ら
れ
な
く
な
り
、
『
新
札
往
来
』
（
―
-
―
-
六
七
年
成
立
）
に
「
地
主
・
鷲
尾
花
下
、
近
年
廃
怠
、
無
念

結

「
花
の
下
」
か
ら
「
会
所
」

ヘ
ー
連
歌
の
〈
文
芸
〉
化
と
〈
観
客
〉
の
融
解

「
こ
の
世
の
連
歌
の
上
手
と
聞
こ
ゆ
る
人
々
」
と
は
、
『
今
物
語
』
の
作
者
信
実
の
同
時
代
歌
人
、
す
な
わ
ち
、

『
筑
波
問
答
』
に
「
名
誉
の
上
手
」
「
堪
能
」
「
そ
の
時
聞
こ
え
た
る
人
」
と
記
さ
れ
て
い
た
堂
上
歌
人
た
ち
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
そ
の
連
歌
会
に
あ
ら
わ
れ
た
異
形
の
法
師
が
、
縁
の
際
ま
で
入
っ
て
き
て
、
現
在
進
行
中
の
句
を
尋
ね

る
。
歌
人
た
ち
が
、
侮
り
つ
つ
も
興
味
を
覚
え
て
、
そ
れ
を
教
え
て
や
る
と
、
法
師
は
し
ば
し
思
案
し
た
う
え
で
即

座
に
句
を
付
け
て
み
せ
る
。
桜
の
名
所
「
白
川
」
を
花
の
時
期
に
通
る
に
は
、
裾
を
上
げ
な
く
て
も
よ
い
し
、
足
も

濡
ら
さ
な
い
と
い
う
応
酬
で
あ
る
。
歌
枕
を
生
か
し
、
前
句
中
の
人
物
が
白
川
の
花
見
に
遊
ぶ
と
い
う
情
景
を
案
出

し
た
こ
の
句
を
聞
い
て
、
歌
人
た
ち
は
手
を
叩
い
て
騒
い
だ
と
い
う
。

『
今
物
語
』
の
成
立
年
代
が
、
「
花
の
下
」
連
歌
の
記
録
が
あ
ら
わ
れ
る
直
前
に
あ
た
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
無

名
の
修
行
者
や
法
師
た
ち
は
、
堂
上
の
連
歌
会
を
観
覧
し
つ
つ
、
そ
の
様
態
を
し
だ
い
に
我
が
も
の
と
し
て
い
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
「
地
下
」
階
層
か
ら
、
実
際
に
和
歌
会
や
連
歌
会
を
貴
顕
と
と
も
に
す
る
機
会
を
得

た
、
道
生
・
寂
忍
・
無
生
の
よ
う
な
「
好
士
」
た
ち
が
あ
ら
わ
れ
る
。
堂
上
歌
人
た
ち
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
和
歌

の
知
識
を
さ
ら
に
吸
収
し
た
彼
ら
は
、
そ
れ
を
「
花
の
下
」
に
お
い
て
存
分
に
応
用
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。
共
有
さ

れ
る
記
憶
の
即
興
的
再
構
成
に
よ
っ
て
現
出
す
る
、
目
く
る
め
く
詩
的
世
界
の
展
閲
が
、
花
の
下
連
歌
の
眼
目
で
あ

る
。
そ
れ
こ
そ
、
花
の
下
連
歌
が
「
勧
進
」
の
対
象
た
る
「
よ
ろ
づ
の
者
」
1
1

〈
観
客
〉
を
惹
き
つ
け
る
パ
フ
ォ
）

マ
ン
ス
と
し
て
受
け
人
れ
ら
れ
た
要
因
と
い
え
よ
う
邑
゜
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之
次
第
候
」
と
書
か
れ
る
よ
う
に
、
一
四
世
紀
半
ば
に
は
衰
退
し
た
と
見
ら
れ
て
い
る
[
屯
o

そ
の
理
由
と
し
て
ヽ
伊
地
知
鉄
男
は
ヽ
各

寺
院
に
お
け
る
禁
止
を
考
え
て
い
る
[
内
o

廣
木
了
入
は
‘
禁
止
の
具
体
的
原
因
に
つ
い
て
ヽ
花
の
下
連
歌
の
勧
進
元
を
比
叡
山
延
暦
寺

と
想
定
し
‘
―
二
世
紀
末
以
来
続
く
延
暦
寺
と
佐
々
木
氏
と
の
紛
争
を
背
景
に
、
足
利
政
権
の
重
臣
、
佐
々
木
導
誉
(
―
二
九
六
ー
ニ
ニ
七

三
年
）
が
、
政
権
の
意
向
の
も
と
で
、
延
暦
寺
主
催
の
花
の
下
連
歌
を
弾
圧
し
た
と
述
べ
て
い
る

[
3
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
花
の
下
連
歌

が
凋
落
し
た
の
が
、
二
条
良
基
と
救
済
に
よ
っ
て
『
菟
玖
波
集
』
が
編
纂
さ
れ
、
導
誉
の
助
力
を
得
て
勅
捩
集
に
准
え
ら
れ
た
時
期
に
あ

た
る
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。

『
菟
玖
波
集
』
収
録
句
を
見
る
と
、
一
四
世
紀
前
半
、
貴
顕
に
よ
っ
て
催
さ
れ
る
「
花
見
」
の
連
歌
が
日
立
っ
て
く
る
。
特
に
良
基
は
、

自
邸
に
「
蔵
春
閣
」
と
い
う
楼
閣
を
つ
く
り
、
そ
こ
で
し
ば
し
ば
「
花
見
」
の
連
歌
を
開
い
た
。
ま
た
、
夢
窓
疎
石
(
―
二
七
五
ー
ニ
ニ
五

一
年
）
が
、
禅
院
と
し
て
改
修
し
た
「
西
芳
精
舎
」
に
お
い
て
も
、
良
基
は
「
花
見
」
の
連
歌
を
度
々
主
催
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
地

下
民
衆
の
賑
わ
う
」
寺
社
境
内
の
「
花
の
下
」
に
お
い
て
、
勧
進
の
た
め
に
催
さ
れ
て
い
た
連
歌
の
衰
退
と
軌
を
一
に
し
て
、
上
流
貴
族

の
屋
敷
や
、
彼
ら
の
庇
護
下
に
あ
る
寺
院
内
に
お
け
る
「
花
見
」
の
連
歌
が
流
行
し
始
め
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
「
地
下
の
好
士
」
た
ち

は
、
公
家
や
武
家
の
邸
宅
に
お
い
て
開
か
れ
る
連
歌
会
に
奉
仕
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
代
表
に
し
て
、
最
も
成
功
を
収
め
た
人
物
が
、

救
済
で
あ
っ
た
。

記
録
に
残
っ
て
い
る
最
初
期
の
救
済
の
連
歌
は
、
『
菟
玖
波
集
』
に
「
文
保
の
比
宿
願
に
て
北
野
社
年
毎
の
千
句
の
最
初
の
発
句
に
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
、
足
利
将
軍
た
ち
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
北
野
天
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
、
「
法
楽
」

連
歌
の
先
縦
と
い
え
る
。
し
か
し
、
神
を
悦
ば
せ
て
そ
の
加
護
を
請
う
法
楽
連
歌
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
そ
れ
を
執
り
行
う
貴
顕
の
た
め

の
催
し
で
あ
る
。
〈
観
客
〉
に
功
徳
を
分
け
施
す
た
め
の
「
勧
進
」
と
、
そ
の
本
質
は
異
な
っ
て
い
る
。

堂
上
和
歌
・
連
歌
の
応
用
に
よ
っ
て
成
立
し
た
「
花
の
下
」
の
勧
進
連
歌
と
、
そ
れ
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
「
好
土
」
た
ち
が
、
上

流
公
家
・
武
家
の
側
に
吸
収
さ
れ
た
時
、
そ
の
邸
宅
に
お
い
て
催
さ
れ
る
連
歌
は
当
然
、
〈
観
客
〉
と
し
て
の
「
よ
ろ
づ
の
者
」
を
排
除

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
と
表
裏
一
体
に
、
「
地
下
の
好
士
」
た
ち
は
、
貴
顕
に
仕
え
る
専
門
の
「
連
歌
師
」
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す

る
。
「
堂
上
」
か
ら
「
地
下
」
へ
、
そ
し
て
再
び
、
武
家
を
も
含
ん
だ
上
層
社
会
へ
と
い
う
、
そ
の
担
い
手
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
遷
に

よ
っ
て
、
連
歌
は
ま
さ
し
く
、
中
世
の
普
遍
的
〈
文
芸
〉
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
貴
顕
宅
に
設
け
ら
れ
た
遊
興
施
設
、
す
な
わ
ち

．
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註

「
会
所
」
に
お
い
て
、
作
者
で
あ
る
と
同
時
に
鑑
賞
者
で
も
あ
る
「
会
衆
」
に
よ
っ
て
の
み
構
成
さ
れ
る
、
連
歌
の
「
座
」
の
完
成
で
も

あ
っ
た
。
「
花
の
下
」
か
ら
「
会
所
」
へ
と
い
う
場
の
変
化
に
象
徴
さ
れ
る
〈
文
芸
〉
化
の
潮
流
に
飲
み
こ
ま
れ
、
連
歌
の
進
行
を
見
守

る
〈
観
客
〉
は
、
つ
い
に
融
解
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。

土
田
耕
督
（
っ
ち
だ
•
こ
う
す
け
）

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
文
化
表
現
論
専
攻
芸
術
学
講
座
（
美
学
）
助
教
。
大
阪
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
文
学
）
。
専
門
領
域
は
、
和
歌
（
論
）
・
連
歌
（
論
）

の
研
究
を
中
心
に
据
え
た
日
本
芸
術
学
。

連
歌
論
集
・
能
楽
論
集
・
俳
論
集
』
（
小
学
館
、
二

0
0
一
年
）
所
収
「
筑
波
問
答
』
に
よ
る
。

叶
一
本
文
は
、
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
八
八

以
下
同
様
。

ヴ
一
廣
木
一
人
は
、
「
花
の
下
」
連
歌
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
、

一
般
に
、
花
の
下
連
歌
と
称
さ
れ
て
い
る
連
歌
が
、
ど
の
よ
う
な
連
歌
で
あ
っ
た
か
、
花
の
下
連
歌
師
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
ど
の
よ

う
な
人
々
で
あ
っ
た
か
は
、
断
片
的
な
記
録
し
か
な
い
の
で
、
不
明
な
点
が
多
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
廣
木
一
人
「
連
歌
の
心
と
会
席
』
（
風
間
書
房
、
二

0
0六
年
）
一
五
五
頁
。

T

―
ほ
か
の
文
献
に
合
わ
せ
て
、
「
花
の
本
」
を
「
花
の
下
」
に
改
め
た
。
松
岡
心
平
は
、
『
和
漠
朗
詠
集
』
な
ど
で
「
花
下
」
を
「
は
な
の
も
と
」

と
訓
じ
て
き
た
伝
統
の
影
響
を
重
視
し
、
「
花
の
下
連
歌
」
は
「
花
の
本
連
歌
」
と
は
表
記
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
松
岡

心
平
「
律
宗
と
花
下
連
歌
」
『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
四
六
巻
・
第
五
号
（
学
燈
社
、
二

0
0
一
年
四
月
）
八
六
頁
。

叫
一
石
川
謙
•
石
川
松
太
郎
編
「
日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
第
二
巻
古
往
来
』
（
講
談
社
、
一
九
六
七
年
）
所
収
。

屯
一
金
子
金
治
郎
は
、
「
花
下
連
歌
の
魅
力
」
と
し
て
、
そ
れ
が
常
連
に
よ
る
閉
ざ
さ
れ
た
会
で
は
な
く
、
「
よ
ろ
づ
の
者
」
に
解
放
さ
れ
て
い

た
点
を
重
視
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

集
ま
っ
て
く
る
「
よ
ろ
づ
の
も
の
」
が
、
連
歌
と
い
う
―
つ
の
文
学
的
秩
序
の
中
に
組
み
こ
ま
れ
る
。
ば
ら
ば
ら
な
「
よ
ろ
づ
の
も
の
」

と
し
て
の
存
在
が
、
連
歌
に
組
み
こ
ま
れ
る
こ
と
で
、
文
学
的
な
保
証
を
与
え
ら
れ
る
。
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金
子
金
治
郎
「
地
下
連
歌
の
勃
興
」
『
菟
玖
波
集
の
研
究
』
（
風
間
書
房
、

一
六
一
頁
。

渭
一
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
新
古
今
和
歌
集
文
永
本
』
（
朝
日
新
聞
社
、
二

0
0
0年
）
、
島
津
忠
夫
に
よ
る
解
題
。

r
―
島
津
忠
夫
「
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
歌
書
紙
背
文
書
の
連
歌
」
『
島
津
忠
夫
著
作
集
第
十
四
巻
国
文
学
の
世
界
』
（
和
泉
書
院
、

―
1
0
0
八
年
）
第
二
章
、
一
五
一
頁
。

渭
一
鈴
木
康
正
「
花
の
下
連
歌
初
期
の
諸
相
」
、
慶
應
義
塾
大
学
藝
文
学
会
「
芸
術
研
究
」
第
三
六
号
(
-
九
七
七
年
三
月
）
二

0
六
頁
。
但
し
、

小
論
に
お
い
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
法
楽
」
と
「
勧
進
」
と
の
本
質
的
相
違
に
つ
い
て
は
注
意
を
要
す
る
。
な
お
、
「
花
の
下
」
連
歌
が
夜

に
開
催
さ
れ
て
い
た
と
は
、
独
自
の
見
解
で
あ
る
。

屯
一
藤
原
正
義
「
花
下
連
歌
と
定
家
、
鷲
尾
、
時
衆
」
『
乱
世
の
知
識
人
と
文
学
』
（
和
泉
書
院
、
二

0
0
一
年
）
五

0
頁。

咄
一
松
岡
心
平
「
演
劇
と
し
て
の
宗
教
ー
時
宗
〈
四
条
道
場
〉
論
ー
」
「
宴
の
身
体
バ
サ
ラ
か
ら
世
阿
弥
へ
』
（
岩
波
書
店
、
二

0
0
四
年
）
第

一
章
、
一
五
ー
六
頁
。

F

一
本
文
は
、
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
五
二
沙
石
集
』
（
小
学
館
、
二

0
0
一
年
）
に
よ
り
、
番
号
を
付
し
た
。

竺
本
文
は
、
金
子
、
註

(
5
)
前
掲
書
所
収
「
広
大
本
菟
玖
波
集
」
に
よ
り
、
濁
点
を
付
し
た
。
以
下
同
様
。

旧
一
鈴
木
康
正
、
註

(
8
)
前
掲
書
、
二

0
七
頁
。

竺
松
岡
心
平
、
註

(10)
前
掲
書
、
一
五
頁
。

旧
一
「
和
歌
文
学
大
辞
典
』
（
笠
間
書
院
、
二

0
一
四
年
）
、
「
花
の
下
連
歌
」
の
項
（
廣
木
一
人
執
筆
）
。

門
鶴
崎
裕
雄
「
当
麻
寺
奥
院
蔵
『
＋
界
図
屏
風
』
と
連
歌
会
図
・
花
の
下
連
歌
」
、
芸
能
史
研
究
会
「
芸
能
史
研
究
」
第
一
四
一
号
(
-
九
九
八

年
四
月
）
一
九
六
頁
。

竺
素
俊
の
歿
年
に
つ
い
て
、
樋
口
芳
麻
呂
『
楢
菜
和
歌
集
と
研
究
』
（
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
一
九
六
一
年
）
は
、
寛
元
三
年
(
―
二
四
五
）

九
月
以
前
と
推
定
し
て
い
る
。
島
津
忠
夫
は
、
こ
の
説
を
援
用
し
つ
つ
、
「
沙
石
集
』
に
見
え
る
毘
沙
門
堂
の
連
歌
は
、
「
菟
玖
波
集
』
に

い
う
「
建
長
の
比
」
(
―
二
四
九
ー
五
六
年
）
よ
り
、
も
う
少
し
遡
ら
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
注
意
を
促
し
て
い
る
。
島
津
忠
夫

「
花
の
下
連
歌
」
『
島
津
忠
夫
著
作
集
第
三
巻
連
歌
史
』
（
和
泉
書
院
‘
―

1
0
0
四
年
）
第
五
章
、
七
五
頁
。

旧
一
本
文
は
、
岩
佐
美
代
子
「
文
机
談
全
注
釈
』
（
笠
間
書
院
、
二

0
0七
年
）
に
よ
る
。

旧
一
藤
原
正
義
「
寛
元
・
宝
治
の
花
下
連
歌
」
「
中
世
作
家
の
思
想
と
方
法
』
（
風
間
書
房
、
一
九
九
八
年
）
一
五
九
頁
。

刀
一
島
津
、
註

(17)
前
掲
書
。
〔
〕
内
は
、
私
に
補
っ
た
。

竺

註

(11)
前
掲
書
。

竺
松
岡
心
平
「
連
歌
的
想
像
力
」
「
中
世
芸
能
講
義
「
勧
進
」
「
天
皇
」
「
連
歌
」
「
禅
」
』
（
講
談
社
〔
学
術
文
庫
〕
、
―

I
O
I
五
年
）
―
-
―
-
三
ー
四
頁
。

5

一
松
岡
は
、
先
に
引
用
し
た
箇
所
に
続
い
て
、

連
歌
の
一
巡
目
は
連
衆
た
ち
が
ま
わ
し
て
、
そ
の
後
は
み
な
が
対
等
の
立
場
で
フ
リ
ー
に
出
句
す
る
。
特
に
花
の
ド
連
歌
は
、
視
聴

者
参
加
の
番
組
と
い
う
か
、
一
般
大
衆
に
ま
で
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
枝
垂
桜
の
下
に
連
衆
が
何
人
か
い
て
、
そ
れ
を
取
り
囲

．
 ．
 ．
 ．
 ．
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ん
で
い
る
一
般
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
い
て
、
そ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
自
由
に
句
を
出
し
て
よ
い
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

と
、
そ
の
想
像
を
拡
げ
て
い
る
。
し
か
し
前
述
の
と
お
り
、
「
花
の
下
」
の
連
歌
に
お
い
て
「
一
般
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
「
自
由
に
句
を
出
し
て
」

い
る
こ
と
を
証
立
て
る
資
料
は
な
い
。
松
岡
、
註

(22)
前
掲
書
、
一
三
四
頁
。

1

―
金
子
、
註

(
5
)
前
掲
書
、
一
五
五
頁
。

内
一
和
歌
の
引
用
・
番
号
は
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
運
営
「
日
本
文
学
W
e
b
図
書
館
」
、
「
和
歌
＆
俳
諧
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
所
収
「
新
編
国
歌
大

観
』
）
に
よ
る
。
以
下
同
様
。

カ
一
「
拾
遺
和
歌
抄
』
夏
・
五
九
に
も
収
録
。
『
俊
頼
髄
脳
』
『
奥
儀
抄
』
に
再
録
。

？
本
文
は
、
三
木
紀
人
全
訳
註
『
今
物
語
』
（
講
談
社
〔
学
術
文
庫
〕
‘
-
九
九
八
年
）
に
よ
る
。

れ
一
註

(27)
前
掲
書
、
一
―
三
ー
四
頁
。

内
一
浅
見
和
彦
は
、
花
下
連
歌
は
や
や
も
す
る
と
「
そ
の
地
下
的
性
格
の
強
さ
か
ら
、
騒
々
し
く
粗
野
で
蕪
雑
な
面
ば
か
り
強
調
さ
れ
る
傾
向
」

（
鈴
木
、
註

(
8
)
前
掲
書
）
が
あ
っ
た
が
、
実
際
の
花
下
連
歌
は
、
当
代
き
っ
て
の
知
識
人
、
地
下
の
イ
ン
テ
リ
と
も
い
う
べ
き
人
々
も

多
く
同
座
し
て
い
た
は
ず
で
、
「
予
想
さ
れ
る
以
上
に
清
澄
な
」
（
藤
原
、
註

(19)
前
掲
書
）
一
座
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
、
と
指
摘
し

て
い
る
。
浅
見
和
彦
「
説
話
集
に
見
る
連
歌
ー
『
沙
石
集
』
東
入
道
素
逼
を
通
し
て
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
六
六
巻
・
第
一
―
号
（
至

文
堂
、
二

0
0
一
年
）
七
三
頁
。

⑳
一
金
子
、
註

(
5
)
前
掲
書
、
島
津
、
註

(17)
前
掲
書
な
ど
。

竺
伊
地
知
鉄
男
「
花
の
本
連
歌
の
興
行
は
禁
止
さ
れ
た
こ
一
条
良
基
の
畳
字
連
歌
一
巻
」
「
伊
地
知
鐵
男
著
作
集

II
連
歌
・
連
歌
史
』
（
汲

古
書
院
、
一
九
九
六
年
）
二
五
四
頁
。

竺
廣
木
一
人
「
連
歌
と
時
衆
」
「
連
歌
史
試
論
』
（
新
典
社
、
二

0
0
四
年
）
一
四
七
ー
八
頁
。




